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ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。安孫子浩子です。 

 １２月議会が終わりました。補正予算が議論され終了しました。 

 今議会では、１００条委員会の報告の時には、テレビ局がたくさん議

場に来られました。ニュースや新聞でも取り上げられました。 

 また、１６日の最終本会議で、議員定数が３０から２８に減りまし

た。市議会議員選挙が１月１５日からですから直前に定数削減となりま

した。民主主義とは、少数の意見を尊重し、立場の異なる意見であって

も議論を尽くしたうえで最終的に多数決で決まるものと理解していま

す。しかし今回議論が尽くされたとはいえず、継続審議の提案も拒否さ

れての多数決でしたので残念です。私は定数削減自体に反対ではありま

せんが、この決め方には納得できませんでした。内容の詳細は市制報告

会でお話しさせていただきます。 

 駐輪場がどこも満杯です。少しでも多く停め

るためにはぎゅうぎゅう詰めにならざるを得ま

せん。阪急茨木市駅の東口にある双葉町駐輪場

は無人運営のため停め方は利用者のマナーが試

されます。障がい者スペースに停めた自転車が

２重駐輪で出せないとのお話をお聞きました。

朝お急ぎでしょうが、障がい者の方が利用しやすいようご

協力いただけたらとお願いいたします。スペース確保でき

るよう対応していただきました。   混雑状況確認サイト➡ 

  ※「ソーシャルインパクトボンド」については裏面に！ 

１２月議会が終わりました。   
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【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里

高校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都

市研究科共生社会研究分野修士課程

修了／大学時代銭原キャンプ場でカ

ウンセラーとして活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨

木市立三島中学校へ転任1990退

職／2000沢池幼稚園PTA会長／2002
穂積小PTA会長／2006茨木市PTA協議

会会長／2004NPO法人

Chacha－House 代表理事/2006穂

積小校区青少年健全育成運動協議会

会長／2006NPO法人子育て広場全国

連絡協議会理事／2011穂積地区自主

防災会会長／2012穂積地区福祉委員

会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初

当選／2009・1茨木市議会議員選挙で

2期目当選／2013・１選挙3期目当選 

夫、長女、長男、次女夫婦と孫娘 

連絡先：（自宅）茨木市穂積台１２－５０３穂積台グランドコーポ 

     TEL＆FAX 072ｰ624-5480  

Facebook：安孫子浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

彩都まちづくりだより №１発行 

双葉町駐輪場の障がい者スペースについて 
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電話＆FAX  ０７２（６２４）５４８０ 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 

【自宅】茨木市穂積台12-503穂積台グランドコーポ 

あびこ浩子連絡先 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

HP： http://www.hiroko-abiko.jp 

facebook「安孫子浩子」お友達申請待って

ます 

毎週火曜日・木曜日の朝、ＪＲ茨木駅西口下、水曜日の朝、南茨木駅、金曜日の朝、阪急茨木

市駅東口南側にて挨拶と通信を配布させていただいています。お急ぎとは思いますが、お時間

許せば手に取っていただけましたら幸いです。お声をかけていただけたらとても嬉しいです！ 
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ソーシャルインパクトボンドの取組 

 ソーシャルインパクトボンドとは聞きなれない言葉

ですが、SIBと略されています 

SIBは、2010年に英国で開発され、現在では米国、豪

州等でも実施されている官民連携の社会的投資モデル

です。SIBの仕組みは、政府等が取り組もうとする社

会課題について、それを手掛けるNPOやソーシャルビ

ジネスに民間の投資家から資金を調達し、事業の社会

的価値（成果）に応じて、民間が手掛けた分が削減さ

れた財政支出の一部が政府等から投資家へリターンと

して支払われます。一方、成果が上がらなければ政府

等は投資家へリターンを支払う必要がないため、SIB
を活用することにより、政府等はリスクなく財政支出

の削減と革新的な公共サービスの提供が可能になりま

す。日本でもパイロット事業が開始されています。茨

木市でも取り組める可能性は多いにあります！ 

 1. 横須賀市と連携した家庭養護推進事業参考URL：
http://www.nippon-foundation.or.jp/news/
pr/2015/40.html 

 2．福岡市等と連携した認知症予防事業参考URL：

http://www.nippon-foundation.or.jp/news/
pr/2015/61.html 

 3.尼崎市と連携した若者の就労支援事業参考URL：
http://www.nippon-foundation.or.jp/news/
pr/2015/69.html 

耳原地区にある「子民家よってこ」、地域のおう

ち。この日は子ども会さんが利用されてました。 

市制報告会 開催中です 

 12月議会の報告会を開催中です。是非お近くの

会場にお越しください。 

12月17日(土) 午後7時～8時 彩都西コミセン 

12月18日(日) 午前10時～11時 耳原自治会館 

12月19日(月) 午後7時～8時 中津コミセン 

                   終了しました！ 

12月21日(水) 午後7時～8時 穂積コミセン 

12月22日(木) 午後7時～8時 東コミセン 

 申し込み不要です。直接会場にお越しくださ

い。お問合せは あびこ（624-5480）まで 

ご参加お待ちしいたしております。 


